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金属粉末ＡＭにおける金属粉末ＡＭにおける金属粉末ＡＭにおける金属粉末ＡＭにおける
形状条件データベースの構築形状条件データベースの構築形状条件データベースの構築形状条件データベースの構築

３Ｄものづくりセクター３Ｄものづくりセクター３Ｄものづくりセクター３Ｄものづくりセクター 藤巻研吾藤巻研吾藤巻研吾藤巻研吾

１．モデル形状による造形品質の変化を明らかに
２．造形の許容限界の可視化により設計が円滑化
３．データベース情報の事前提供による信頼性向上

目 的

内 容

新規性・優位性 産業への展開・提案

金属による３Ｄ積層造形は近年普及し始
めたものの、お客様への造形支援に役立
つノウハウが十分に確立されていなかった。

本研究で得られた成果によって、高品質
で信頼性が向上した円滑な造形支援が実
施可能となった。

① 条件改善による造形品の高品質化、造
形品質に関するお客様への事前の情報提
供による信頼性の向上

② 現状の技術的課題の明確化により課
題改善に向けた新たな研究開発へ展開

新たな支援設備として3D Systems社製の金属３ＤプリンターProX300を導入した。金属粉末ＡＭ
はプラスチック用ＡＭと比較して強度のある部品が試作可能である。

一方で、①オーバーハング形状部位の品質の維持が難しい②造形時の残留応力が起因と推さ
れる反りが発生する③サポートを付加する必要があるなど、多くの制約が存在する。

これらの造形品質に関する制約に対して、詳細な実験データを収集してデータベースとして蓄積
することにより、金属粉末ＡＭを用いた支援の質を高め、円滑に実施することを目的とする。

図1. モデル形状と造形品質に関するデータベース
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①オーバーハング角度と表面粗さの関係
では、角度が小さくなるほど表面粗さが悪
化し、30°未満においては形状の大きな崩
れが生じることがわかった。

②厚みと反りの関係では、厚さ4mm以上
になると0.1mm以下（50mmあたり）に収まる
ことがわかった。

③サポートについては、取りやすさ、除去
後の表面、寸法の安定性を実験的に調べ
て、各サポートの特性を比較により明らかに
した。

造形の制約

各種サポートの特性 厚みと反りの関係

オーバーハング角度と表面粗さの関係

酵素分解イオン液体法による
セルロース抽出の高効率化

環境技術グループ 濱野智子

１ リグノセルロースからの
セルロース抽出方法を開発

２ 白色腐朽菌とイオン液体の
組み合わせによる高収率化を達成

目 的

内 容

新規性・優位性 産業への展開・提案
これまでイオン液体処理のみでは収率が
低かったリグノセルロースから高収率でセ
ルロースを抽出できる手法を開発しました。
本手法で用いた白色腐朽菌の中には食用
キノコ等も含まれるため、ほだぎ・廃菌床等
への適用も期待できます。

① リグノセルロースの糖化前処理技術
② ほだぎ・廃菌床等の有効活用

木材などのリグノセルロースは食物と競
合しないバイオエタノール原料として注目
されています。しかしリグノセルロース中
のセルロースはリグニンに覆われているた
め、適切な糖化前処理が必要です。本研究
では白色腐朽菌（キノコ）の酵素が持つリ
グニンの分解能力を利用し、イオン液体を
用いた場合の再生セルロースの収率の向上
を目指しました 図 。
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：リグニン ：セルロース ：ヘミセルロース

化学処理では分解が困難なリグニンを分解
させることができる白色腐朽菌（キノコ）にて木
材を腐朽させることにより、3種類いずれのイ
オン液体を用いた場合も再生セルロースの収
率が高くなることがわかりました（図2）。また3
種のイオン液体の中では１-エチル-３-メチルイ
ミダゾリウムアセテート（【C2mim】【OAc】）を用
いた場合が再生セルロースの収率が最も高く
なりました（図2）。

図 白色腐朽菌処理による再生セルロース収率の違い

特許出願中

図 酵素分解イオン液体法の概要


